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CA Technologies 製品リファレンス 

このマニュアルが参照している CA Technologies の製品は以下のとおりで

す。  

■ CA Performance Management Data Aggregator （Data Aggregator） 

■ CA Performance Management Data Collector （Data Collector） 

■ CA Performance Center 
 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web 

サイト（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 

 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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第 1 章： RIB API の使用 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

レポート情報ベース（RIB） (P. 7) 

Data Aggregator RIB ドキュメントの場所 (P. 7) 

RIB のクエリによる自己認定のレポート (P. 8) 

RIB にクエリしてテーブル レポートを生成する (P. 10) 

RIB にクエリしてゲージ レポートを生成する (P. 11) 

RIB にクエリしてトレンド レポートを生成する (P. 12) 

RIB をクエリしてベースライン メトリックを取得する (P. 15) 
 

レポート情報ベース（RIB） 

CA レポート情報ベース（RIB）は、Data Aggregator データベースに格納さ

れたデータに対する Web サービス インターフェースを提供します。 RIB 

を使用すると、データベース スキーマを理解していなくても、データへ

の高パフォーマンス アクセスが可能になります。 また、RIB は、基になる

スキーマに対する変更からアプリケーションを保護します。 

このガイドは、Data Aggregator で RIB を使用する方法を理解するのに役立

ちます。 

注： CA Performance Center での RIB の一般的な使用方法については、「CA 

レポート情報ベース API ガイド」を参照してください。 このガイドには、

CA Performance Center のマニュアル選択メニューからアクセスできます。 
 

Data Aggregator RIB ドキュメントの場所 

Data Aggregator の RIB ドキュメントにアクセスするには、以下の場所に移

動する権限を持つユーザとして Data Aggregator システムにログインしま

す。 
cd Data Aggregator インストール ディレクトリ/apache-karaf-2.1.3/ribs 
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RIB のクエリによる自己認定のレポート 

CA Performance Management は、認定と呼ばれる方法でデバイスをサポー

トします。 CA Performance Management は、この方法を構成する 2 つのタ

イプの認定（メトリック ファミリおよびベンダー認定）を使用します。 

メトリック ファミリおよびベンダー認定を作成することによって Data 

Aggregator 内のデバイスを自己認定すると、RIB ドキュメントが自動的に

更新されて、新しい認定が反映されます。 
 

新しいメトリック ファミリをレポートするには、新しい認定データを使

用する CA Performance Center にビューを作成します。 

注： ビューの作成の詳細については、「CA Performance Center 管理者ガイ
ド」を参照してください。 

 

ベンダー認定を作成して既存のメトリック ファミリを追加することによ

り、Data Aggregator 内のデバイスを自己認定できます。 デバイスを自己認

定すると、RIB ドキュメントは新しい認定を反映するために自動的に更新

されます。 
 

既存のメトリック ファミリがただちに追加される新しいベンダー認定に

ついてレポートできます。 
 

既存の RIB クエリでは、メトリック ファミリ名およびオペレーショナル 

メトリックを参照するように RIB クエリを変更することによって、自己認

定レポートを作成できます。 
 

各 RIB クエリは Web ブラウザに直接入力され、以下の URL が各 RIB クエリ

の前に付加されます。 

http://hostname:port/rib/query/ 

hostname:port 

Data Aggregator のホスト名およびポート番号を指定します。 

デフォルト ポート： 8581 
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RIB クエリの例を以下に示します。 

SELECT .EndTime({resolution}), .{Operational Metric Name}.{Metric Field} FROM 

CA.IM.DA.MF.{Metric Family Name}.{Metric Family Table Name} WHERE .PollItem.ID = 

Global.Integer{itemID} AND .EndTime({resolution}) > Global.Integer{utcTimeStart} 

AND .EndTime({resolution}) <=  Global.Integer{utcTimeEnd} GROUP 

BY .EndTime({resolution}) ORDER BY .EndTime({resolution}) ASC 

Operational Metric Name 

レポート対象のオペレーショナル メトリックです。 

Metric Field 

レポートする集計値のフィールド名。 たとえば、.Avg メトリック 

フィールドは、メトリックの平均値を返します。 
 

Metric Family Name 

メトリック ファミリの名前です。 

Metric Family Table Name 

メトリック ファミリのテーブル名です。 
 

RIB クエリに {utcTimeStart}、{utcTimeEnd}、{resolution} などの変数を使用す

ると、特定のアイテムをハードコードする必要がなくなります。 RIB レ

ポート エンジンによって、これらの変数に対して適切な値が自動的に返

されます。 

注： RIB クエリで使用できる変数の詳細については、「CA Performance 

Center レポート情報ベース API ガイド」を参照してください。 
 

例： 

テーブル名 TEMPERATURE の NormalizedTemperatureInfo メトリック ファ

ミリの CPU 温度およびメイン ボード温度をレポートするには、以下のク

エリを入力します。 

SELECT .EndTime({resolution}), .CPU1Temp.Avg, . MainBoardTemp.Avg FROM 

CA.IM.DA.MF.NormalizedTemperatureInfo.TEMPERATURE WHERE .PollItem.ID = 

Global.Integer{item_id} AND .EndTime({resolution}) > Global.Integer{utcTimeStart} 

AND .EndTime({resolution}) <= Global.Integer{utcTimeEnd} GROUP 

BY .EndTime({resolution}) ORDER BY .EndTime({resolution}) ASC 

注： 自己認定の詳細については、「Data Aggregator 自己認定ガイド」を参

照してください。 
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RIB にクエリしてテーブル レポートを生成する 

RIB でクエリを実行して、Data Aggregator データでトレンド レポートをサ

ポートするデータを返すことができます。 RIB クエリは、Web ブラウザに

直接入力するか、ビュー定義に入力できます。  
 

Web ブラウザに直接入力する RIB クエリの前に以下の情報を付加します。 

http://hostname:port/rib/query/ 

hostname:port 

Data Aggregator のホスト名およびポート番号を指定します。 

デフォルト ポート： 8581 

クエリの例を以下に示します。 

http://hostname:port/rib/query/SELECT .PollItem.ID, .Item.Name, .DiscardsIn.Avg, 

.DiscardsOut.Avg FROM CA.IM.DA.MF.NormalizedPortInfo.IFSTATS 

WHERE .PollItem.DeviceID = (478) AND .EndTime(300) > 1320692340 AND .EndTime(300) <= 

1320695940 GROUP BY .PollItem.ID ORDER BY .DiscardsIn.Avg DESC LIMIT 10 
 

ビュー定義には多くのビルトイン変数があり、それらはレポート フレー

ムワークによってコンテキスト依存の情報に自動的に置き換えられます。 

これらの変数を使用すると、目的に合わせてページを作成できます。 時

間範囲を調整するか、別のアイテムに移動すると、該当するデータが

ビューに表示されます。 
 

「トップ インターフェース廃棄」テーブル レポートを生成するためにク

エリするには、以下のコマンドを入力します。 

SELECT .PollItem.ID, .Item.Name, .DiscardsIn.Avg, .DiscardsOut.Avg FROM 

CA.IM.DA.MF.NormalizedPortInfo.IFSTATS WHERE .PollItem.DeviceID = {itemId} 

AND .EndTime({resolution}) > {utcTimeStart} AND .EndTime({resolution}) < 

{utcTimeEnd} GROUP BY .PollItem.ID ORDER BY .DiscardsIn.Avg DESC LIMIT 10 
 

RIB クエリに {utcTimeStart}、{utcTimeEnd}、{resolution} などの変数を使用す

ると、特定のアイテムをハードコードする必要がなくなります。 RIB レ

ポート エンジンによって、これらの変数に対して適切な値が自動的に返

されます。 

注： RIB クエリで使用できる変数の詳細については、「CA Performance 

Center レポート情報ベース API ガイド」を参照してください。 
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RIB にクエリしてゲージ レポートを生成する 

RIB でクエリを実行して、Data Aggregator データでトレンド レポートをサ

ポートするデータを返すことができます。 RIB クエリは、Web ブラウザに

直接入力するか、ビュー定義に入力できます。  
 

Web ブラウザに直接入力する RIB クエリの前に以下の情報を付加します。 

http://hostname:port/rib/query/ 

hostname:port 

Data Aggregator のホスト名およびポート番号を指定します。 

デフォルト ポート： 8581 

クエリの例を以下に示します。 

http://hostname:port/rib/query/SELECT .Utilization.Avg, .Utilization.Min, .Utiliz

ation.Max FROM CA.IM.DA.MF.NormalizedMemoryInfo.PHYSICAL_MEMSTATS 

WHERE .PollItem.DeviceID = 478 AND .EndTime(300) > 1320691620 AND .EndTime(300) <= 

1320695220 GROUP BY .PollItem.DeviceID 
 

ビュー定義には多くのビルトイン変数があり、それらはレポート フレー

ムワークによってコンテキスト依存の情報に自動的に置き換えられます。 

これらの変数を使用すると、目的に合わせてページを作成できます。 時

間範囲を調整するか、別のアイテムに移動すると、該当するデータが

ビューに表示されます。 
 

CPU 使用率ゲージ レポートを生成するためにクエリするには、以下のコマ

ンドを入力します。 

SELECT .Utilization.Avg, .Utilization.Min, .Utilization.Max FROM 

CA.IM.DA.MF.NormalizedCPUInfo.NRM_CPUSTATS WHERE .PollItem.DeviceID = {itemId} 

AND .EndTime({resolution}) > {utcTimeStart} AND .EndTime({resolution}) <= 

{utcTimeEnd} GROUP BY .PollItem.DeviceID 

{resolution} 

正の数です。 間隔の値が 3600 以下の場合、30 日のベースラインが使

用されます。 間隔の値が 3600 を超える場合、90 日のベースラインが

使用されます。 
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RIB クエリに {utcTimeStart}、{utcTimeEnd}、{resolution} などの変数を使用す

ると、特定のアイテムをハードコードする必要がなくなります。 RIB レ

ポート エンジンによって、これらの変数に対して適切な値が自動的に返

されます。 

注： RIB クエリで使用できる変数の詳細については、「CA Performance 

Center レポート情報ベース API ガイド」を参照してください。 
 

RIB にクエリしてトレンド レポートを生成する 

RIB でクエリを実行して、Data Aggregator データでトレンド レポートをサ

ポートするデータを返すことができます。 RIB クエリは、Web ブラウザに

直接入力するか、ビュー定義に入力できます。 
 

Web ブラウザに直接入力する RIB クエリの前に以下の情報を付加します。 

http://hostname:port/rib/query/ 

hostname:port 

Data Aggregator のホスト名およびポート番号を指定します。 

デフォルト ポート： 8581 
 

クエリの例を以下に示します。 

http://hostname:port/rib/query/SELECT .EndTime(300), .UtilizationIn.Avg, .Utiliza

tionOut.Avg FROM CA.IM.DA.MF.NormalizedPortInfo.IFSTATS WHERE .PollItem.ID = (1234) 

AND .EndTime(300) > 1306964260 AND .EndTime(300) <= 1306967860 GROUP BY .EndTime(300) 

ORDER BY .EndTime(300) ASC 
 

ビュー定義には多くのビルトイン変数があり、それらはレポート フレー

ムワークによってコンテキスト依存の情報に自動的に置き換えられます。 

これらの変数を使用すると、目的に合わせてページを作成できます。 時

間範囲を調整するか、別のアイテムに移動すると、該当するデータが

ビューに表示されます。 
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インターフェース統計トレンド レポートを生成するためにクエリするに

は、以下のテキストを入力します。 

SELECT .EndTime({resolution}), .UtilizationIn.Avg, .UtilizationOut.Avg FROM 

CA.IM.DA.MF.NormalizedPortInfo.IFSTATS WHERE .PollItem.ID = {item_id} 

AND .EndTime({resolution}) > {utcTimeStart} AND .EndTime({resolution}) <= 

{utcTimeEnd} GROUP BY .EndTime({resolution}) ORDER BY .EndTime({resolution}) ASC 

RIB クエリに {utcTimeStart}、{utcTimeEnd}、{resolution} などの変数を使用す

ると、特定のアイテムをハードコードする必要がなくなります。 RIB レ

ポート エンジンによって、これらの変数に対して適切な値が自動的に返

されます。 

注： RIB クエリで使用できる変数の詳細については、「CA Performance Center レポート情報ベース API 

ガイド」を参照してください。 
 

トレンド レポートの階層のベースライン インターフェース統計を取得す

るためにクエリするには、以下のコマンドを入力します。 

SELECT .EndTime({resolution}), .UtilizationIn.MeanValue, .UtilizationIn.StddevVal

ue, .UtilizationOut.MeanValue, .UtilizationOut.StddevValue FROM 

CA.IM.DA.MF.NormalizedPortInfo.IFSTATS_METRICS  WHERE .PollItem.ID = {item_id} 

AND .EndTime({resolution}) > {utcTimeStart} AND .EndTime({resolution}) <=  

{utcTimeEnd} GROUP BY .EndTime({resolution}) ORDER BY .EndTime({resolution}) ASC 
 

{resolution} 

正の数です。 間隔の値が 3600 以下の場合、30 日のベースラインが使

用されます。 間隔の値が 3600 を超える場合、90 日のベースラインが

使用されます。 

.Utilization.MeanValue 

使用率オペレーショナル メトリックのために計算される 30 日間また

は 90 日間の平均値です。 
 

.Utilization.StddevValue 

使用率オペレーショナル メトリックのために計算される 30 日間また

は 90 日間の標準偏差値です。 
 

NormalizedPortInfo 

ベースライン データを保持するメトリック ファミリの名前です。 

IFSTATS_METRICS 

メトリック ファミリ用のベースライン データを保持する表の名前で

す。 
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CPU 統計トレンド レポートを生成するためにクエリするには、以下のコマ

ンドを入力します。 

SELECT .EndTime({resolution}), .Utilization.MeanValue, .Utilization.StddevValue 

FROM CA.IM.DA.MF.NormalizedCPUInfo.NRM_CPUSTATS_METRICS  WHERE .PollItem.ID = 

{item_id} AND .EndTime({resolution}) > {utcTimeStart} AND .EndTime({resolution}) < 

{utcTimeEnd} GROUP BY .EndTime({resolution}) ORDER BY .EndTime({resolution}) ASC 
 

{resolution} 

正の数です。 間隔の値が 3600 以下の場合、30 日のベースラインが使

用されます。 間隔の値が 3600 を超える場合、90 日のベースラインが

使用されます。 

.Utilization.MeanValue 

使用率オペレーショナル メトリックのために計算される 30 日間また

は 90 日間の平均値です。 
 

.Utilization.StddevValue 

使用率オペレーショナル メトリックのために計算される 30 日間また

は 90 日間の標準偏差値です。 
 

NormalizedCPUInfo 

ベースライン データを保持するメトリック ファミリの名前です。 
 

NRM_CPUSTATS_METRICS 

メトリック ファミリ用のベースライン データを保持する表の名前で

す。 
 

 

メモリ統計トレンド レポートを生成するためにクエリするには、以下の

コマンドを入力します。 

SELECT .EndTime({resolution}), .Utilization.MeanValue, .Utilization.StddevValue 

FROM CA.IM.DA.MF.NormalizedMemoryInfo.PHYSICAL_MEMSTATS_METRICS  WHERE .PollItem.ID 

= {item_id} AND .EndTime({resolution}) > {utcTimeStart} AND .EndTime({resolution}) 

<= {utcTimeEnd} GROUP BY .EndTime({resolution}) ORDER BY .EndTime({resolution}) ASC 

{resolution} 

正の数です。 間隔の値が 3600 以下の場合、30 日のベースラインが使

用されます。 間隔の値が 3600 を超える場合、90 日のベースラインが

使用されます。 

.Utilization.MeanValue 

使用率オペレーショナル メトリックのために計算される 30 日間また

は 90 日間の平均値です。 
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.Utilization.StddevValue 

使用率オペレーショナル メトリックのために計算される 30 日間また

は 90 日間の標準偏差値です。 
 

NormalizedMemoryInfo 

ベースライン データを保持するメトリック ファミリの名前です。 

PHYSICAL_MEMSTATS_METRICS 

メトリック ファミリ用のベースライン データを保持する表の名前で

す。 
 

RIB をクエリしてベースライン メトリックを取得する 

RIB をクエリして、Data Aggregator データのベースライン メトリックを取

得できます。 RIB クエリは、Web ブラウザに直接入力するか、Data 

Aggregator ビュー定義に入力できます。 
 

Web ブラウザに直接入力する RIB クエリの前に以下の URL を付加します。 

http://hostname:port/rib/query/ 

hostname:port 

Data Aggregator のホスト名およびポート番号を指定します。 

デフォルト ポート： 8581 
 

クエリの例を以下に示します。 

http://hostname:port/rib/query/SELECT .PollItem.ID, .Utilization_in.MeanValue, .U

tilization_out.StddevValue FROM CA.IM.DA.MF.NormalizedPortInfo.IFSTATS_METRICS 

WHERE .PollItem.ID = 55 AND .EndTime(300) > 1306904400 AND .EndTime(300) <= 1306990800 

GROUP BY .PollItem.ID 
 

ビュー定義には多くのビルトイン変数があり、それらはレポート フレー

ムワークによってコンテキスト依存の情報に自動的に置き換えられます。 

これらの変数を使用すると、目的に合わせてページを作成できます。 時

間範囲を調整するか、別のアイテムに移動すると、該当するデータが

ビューに表示されます。 
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16  レポート情報ベース API ガイド 
 

ベースライン データのインターフェース統計を取得するためにクエリす

るには、以下のクエリを入力します。  

SELECT .PollItem.ID, .Utilization_in.MeanValue .Utilization_out.StddevValue FROM 

CA.IM.DA.MF.NormalizedPortInfo.IFSTATS_METRICS WHERE .PollItem.ID = 55 

AND .EndTime({resolution}) > {startTime} AND .EndTime({resolution}) <= {EndTime} 

GROUP BY .PollItem.ID 
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第 2 章： トラブルシューティング 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Data Aggregator RIB ドキュメントが見つからない (P. 17) 
 

Data Aggregator RIB ドキュメントが見つからない 

問題の状況： 

Data Aggregator RIB ドキュメントが見つかりません。 
 

解決方法： 

Data Aggregator RIB ドキュメントを見つけるには、以下の手順に従います。 

1. Data Aggregator が CA Performance Center に正常に追加されたことを確

認します。 

注： CA Performance Center のデータ ソースを確認する方法の詳細につ

いては、「CA Performance Center 管理者ガイド」を参照してください。 

2. Data Aggregator の RIB Web サービスが実行されていることを確認しま

す。 
 



Data Aggregator RIB ドキュメントが見つからない 
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注： データ ソースの RIB Web サービスを確認する方法の詳細について

は、「CA Performance Center Report Information Base Guide」を参照して

ください。 

3. Data Aggregator の RIB Web サービスが RIB ドキュメントを発行してい

ることを確認します。 

a. データ ソースの RIB Web サービスを使用して、利用可能な RIB ド

キュメントのリストをリクエストします。 

 例： 

http://hostname:port/rib/doclist 

hostname:port 

Data Aggregator のホスト名およびポート番号を指定します。 

デフォルト： 8581 

b. ドキュメント ID を知っている場合は、ドキュメントを確認します。 

http://hostname:port/rib/doc/docId 

例： 

http://dahost:8581/rib/doc/CA.IM.DA.NormalizedPortInfo 
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用語集 
 

RIB 

RIB（レポート情報ベース）インターフェースは、さまざまなソースから

収集されるデータにアクセスできるようにする Web サービスおよび XML 

ドキュメントのシステムです。 

RIB エンジン 

RIB エンジンとは、クエリを受け取って RIB ソースに分配し、結果を組み

合わせて返す、アプリケーション用の Web サービスです。 

RIB ソース 

RIB ソースは、特定のソースからのデータ表示に関する詳細をカプセル化

する RESTful Web サービスです。 実質的に、すべてのデータ ソースを RIB 

ソースとしてパッケージにできます。 

RIB ドキュメント 

RIB ドキュメントは、データ ソースの機能を記述する XML ドキュメントで

す。 RIB ドキュメントは、特定の RIB ソースをクエリする有効な方法もす

べて定義します。 

オペレーショナル メトリック 

オペレーショナル メトリックは、メトリック ファミリが収集する値で、

ある時点のアイテムの状態を説明します。 通常は、システムが定期的に

この値をポーリングします。 オペレーショナル メトリックはベースライ

ンを提供することができ、これに対してユーザはしきい値を設定できます。 

たとえば、CPU 使用率はオペレーショナル メトリックです。 

メトリック ファミリ 

メトリック ファミリは、指定されたテクノロジーに対して収集しレポー

トする値のセットを定義します。 レポートがデータ ソースにかかわらず

均一になるように、これらの値は正規化されます。 監視プロファイル内

に含まれているとき、メトリック ファミリはその監視プロファイルと関

連付けられるデバイスに対してどの値を収集する必要があるか決定しま

す。 

メトリック フィールド 

メトリック フィールドは、レポートする集計値のフィールド名です。 た

とえば、.Avg メトリック フィールドは、メトリックの平均値を返します。 
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